
令和２年度【人権作文の部】入賞者作品一覧 

≪小学校3・4年の部≫ 

≪小学校5・6年の部≫ 

≪中学校の部≫ 

学校名・学年 名  前 題      名 賞 

三木中 2 江口
エ グ チ

 寧
シズ

映
ル

 「私の妹について」 優秀 

【講評】 
障がいのある家族のことを素直に、一人の人間としてその子との生活で困っていることもやさしく表現されて

いる。障がいのあるなしにかかわらず、だれもが幸せになれる社会を模索している姿が素晴らしい。 

緑が丘中 1 杉本
スギモト

 花
カ

鈴
リン

 高齢者の人権 優良 

三木東中 3 植田
ウ エ ダ

 清
キヨ

花
カ

 隣に並ぼう 佳作 

志染中 3 藤本
フジモト

 倭
ヤマト

 ひいおばあちゃん 佳作 

≪PTA・一般の部≫ 

学校ＰＴＡ名等 名  前 題      名 賞 

自由が丘東小ＰＴＡ 吉川
ヨシカワ

 敬二
ケ イ ジ

 身障者の家族になって 優秀 

【講評】 
父親の障害を通してバリアフリーの大切さに気付くとともに、当たり前のように接してくれた人々の思いにふ

れ、ハード面とともに誰もが暮らしやすい街作りへの願いのこもった作品です。 

吉川中ＰＴＡ 浅井
アサイ

 千珠
 チ ズ

 今 大切なこと 優良 

別所中ＰＴＡ 岩木
イワキ

 美希
 ミ  キ

 小さな命を守るために 佳作 

三木小ＰＴＡ 吉田
ヨ シ ダ

 浩司
コ ウ ジ

 感謝の気持ちが身近に感じる社会に 佳作 

※すべての作品は令和２年度「人権作文集第50集」に掲載されます。 

 

学校名・学年 名  前 題      名 賞 

豊地小 4 田中
タ ナ カ

 元晴
モトハル

 ぼくのお兄ちゃん 優秀 

【講評】 だんだんとお兄ちゃんの特性を理解していき、これからも応援したいという気持ちが伝わってくる作品です。 

口吉川小 4 寺前
テラサキ

 顯
タカ

洋
ヒロ

 いじめとさべつ 優良 

別所小 4 岩木
イ ワ キ

 智広
トモヒロ

 一人の言葉で人はきずつく 佳作 

三樹小 3 田村
タ ム ラ

 晴優斗
ハ ヤ ト

 「早く見たいな、パラリンピック」 佳作 

学校名・学年 名  前 題      名 賞 

自由が丘小 6 永野
ナ ガ ノ

 海
ソ

空
ラ

 思いやりの心でコロナをのりきろう 優秀 

【講評】 
「周りの人を大切にする」今の時代に最も大切なことが実感を伴って書かれています。医療の現場で働く方

の思いを間近で感じ伝えてくれた作品です 

豊地小 6 山本
ヤマモト

 沙綾子
サ ヤ コ

 当たり前の幸せ 優良 

三木小 6 
サントス CG クメゾ  

エスカーティン 
違う言葉でも、同じ人間のはずだ 佳作 

広野小 6 西岡
ニシオカ

 夢
ユメ

時
トキ

 勝ち負けよりも大切なこと 佳作 



『令和２年度 全国中学生人権作文コンテスト』に代わる奨励賞 

                                 （１１点） 

 

 中 学 校 名 学年 名  前 作  品  名 

１ 三木中学校 1 粂田
ク メ ダ

 葵
アオイ

 「画面の向こうで」 

２ 三木中学校 2 堂
ドウ

田
タ

 紗那
サ ナ

 「言ってはいけないこと」 

３ 三木東中学校 3 植田
ウ エ ダ

 彩
アヤ

花
カ

 人に寄り添う 

４ 別所中学校 3 近藤
コンドウ

 陸
ヒト

美
ミ

 人々の権利 

５ 星陽中学校 1 常
ツネ

深
ミ

 愛依
ア イ

梨
リ

 「違いを理解する」 

６ 緑が丘中学校 2 新居
ア ラ イ

 晄
コウ

太
タ

 おもいやりの心 

７ 緑が丘中学校 3 児玉
コ ダ マ

 楓
フウ

香
カ

 人とのつながり 

８ 自由が丘中学校 1 住吉
スミヨシ

 聖
セイ

菜
ナ

 私達に出来る事 

９ 自由が丘中学校 3 田中
タ ナ カ

 伶奈
レ イ ナ

 助けあいの力 

10 吉川中学校 2 阪本
サカモト

 柚葉
ユ ズ ハ

 役割 

11 吉川中学校 3 西山
ニシヤマ

 ひなた それぞれの日常 

 


